
１９６０
起

１９７０
承

１９８０
転

１９９０
結

物の欠乏物の飽和 物の充足

量的ニーズの発掘
統計学的調査手法

質的ニーズの発掘
定量調査の分散化
定性調査など
手法の多様化

心の欠乏

マーケティグの限界
方法論の不在

ユーザーサイド主体の市場
シフト市場

マーケッター（ユーザー代理
人）主体の市場

工場主体

滅私奉公個人意識の萌芽滅公奉私公私混同

１ｔｏ１
量的マーケティング

の崩壊
職人的経営感覚

工場サイドからの
市場主体

物欲所有欲
名誉欲
認知欲

関係欲

生活者
意識

社会
意識
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